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旅行業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 3 209 3 260 2 96 0 0

２月 3 182 4 136 4 104 4 134

３月 4 166 5 422 3 207 1 190

４月 1 100 1 178 3 1,017 0 0

５月 2 40 0 0 2 82 2 675

６月 1 35 2 27,845 4 244 4 161

７月 2 73 2 21 1 97 3 325

８月 1 200 1 250 4 774 #N/A

９月 2 122 0 0 2 160 #N/A

10月 0 0 6 775 0 0 #N/A

11月 4 204 2 85 4 999 #N/A

12月 2 90 0 0 2 543 #N/A

年 計 25 1,421 26 29,972 31 4,323 14 1,485

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

3 件

前年同月比 ＋ 200.00%

2021年7月 1 件

前月比 ▲ 25.00%

2022年6月 4 件

※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む 

2022（令和4）年7月度 旅行業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

＋ 101.86%

1億6,100万円

負債総額

3億2,500万円

＋ 235.05%

9,700万円

7月の旅行業倒産 件数7カ月ぶりに増加、すべてが「新型コロナ関連」

7月の旅行業の倒産は、件数が3件（前年同月1件）で、7カ月ぶりに前年同月を上回った。

負債総額は3億2,500万円で、2カ月ぶりに前年同月を上回った。負債1億円以上の倒産が

1件（前年同月ゼロ）発生し、負債を押し上げた。

3件すべてが「新型コロナ」関連倒産だった。感染拡大の当初は、国外旅行を主力に展

開する事業者の倒産が目立った。しかし、その後はバス等で移動する日帰りツアーや合宿

といった団体やグループでの旅行も扱う事業者の息切れも散発している。2022年（1-7

月）の倒産件数は14件（前年同期19件）と前年を下回る水準で推移する。ただ、ここにき

て感染者数の増加により旅行マインドの低下が懸念され、先行きは不透明な状況が続く。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157
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2022（令和4）年7月度旅行業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

5億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

1億円以上 1 33.33% -  0 270 83.07% -  0

5千万円以上 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 97

1千万円以上 2 66.66% -  0 55 16.92% -  0

合計 3 100% 200.00% 1 325 100% 235.05% 97

件数 負債総額（百万円）
負債額

倒産事例

（有）国際観光（TSR企業コード:575881917、大阪府守口市）は、ツアーオペレーター

として貸切バスの手配を中心に事業を展開するほか、クラブ・サークル合宿の企画なども

手掛けていた。

新型コロナウイルスの感染拡大以前は、外国人観光客のニーズ増加を見込み、中国人ス

タッフを積極的に雇用。インバウンド需要の取り込みを強化していた。

しかし、コロナ禍でのインバウンド需要の蒸発に加え、長引く外出自粛で国内観光も不

振が続いた。2020年2月期は売上高11億4,220万円を計上したが、2021年2月期には約1億円

にまで減少。この間、ゼロゼロ融資を受けて凌いでいたが、資金繰りも限界に達し大阪地

裁より破産開始決定を受けた。負債総額は約2億7,000万円。

旅行業の倒産 同月（7月）推移

平均

（件） 前年同月比 （百万円） 前年同月比 負債額

2003年7月 5 -  801 -  160

2004年7月 3 ▲40.00% 285 ▲64.41% 95

2005年7月 4 33.33% 630 121.05% 157

2006年7月 4 0.00% 582 ▲7.61% 145

2007年7月 6 50.00% 273 ▲53.09% 45

2008年7月 3 ▲50.00% 80 ▲70.69% 26

2009年7月 7 133.33% 370 362.50% 52

2010年7月 1 ▲85.71% 449 21.35% 449

2011年7月 4 300.00% 56 ▲87.52% 14

2012年7月 8 100.00% 985 1658.92% 123

2013年7月 6 ▲25.00% 1,017 3.24% 169

2014年7月 3 ▲50.00% 350 ▲65.58% 116

2015年7月 2 ▲33.33% 87 ▲75.14% 43

2016年7月 1 ▲50.00% 10 ▲88.50% 10

2017年7月 2 100.00% 44 340.00% 22

2018年7月 1 ▲50.00% 440 900.00% 440

2019年7月 2 100.00% 73 ▲83.40% 36

2020年7月 2 0.00% 21 ▲71.23% 10

2021年7月 1 ▲50.00% 97 361.90% 97

2022年7月 3 200.00% 325 235.05% 108

年月
件数 負債総額


